校内研修計画
甲州市立勝沼小学校
１　学校課題
　勝沼地区は、学校と地域との結びつきが強く、保護者は学校教育に深い理解と関心をもち、様々な活動に協力的である。児童数は1１１名で、どの学年も学級の人数は２５名以下であるが、個に応じた支援が必要な児童も多く、児童一人一人の個性は多様化し、学習意欲や学習能力の個人差も大きい。

２　研究主題
	豊かな体験と深い対話を通した、児童の資質・能力の育成
～生活科を起点とした「理科・社会」への探究の広がりと、地域に根ざした学びの創造～



３　主題設定の理由
（１）学校教育目標具現化の立場から
本校の学校教育目標は「『かしこい子』を育てる」である。具体目標として「考えて学習する子ども」「強くたくましい子ども」「温もりのある仲間づくりのできる子ども」「真心をもって行動できる子ども」の４つが掲げられている。知・徳・体の調和のある人間性豊かな児童の育成を具現化するために、「知」においては基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着と学習の基盤となる資質・能力の育成が重要である。

（２）今日的課題から
　少人数環境にある本校でも、個に応じた支援を必要とする児童が多く、学力の二極化が大きな課題となっている。特に全国学力・学習状況調査の結果からは、読解力や論理的な記述力、問題解決の過程を説明する表現力に課題が見られる。
この現状を改善するため、授業時数特例校の制度を最大限に活用し、「対話」と「探究」を核とした授業改善を推進する。基礎・基本の確実な定着を図りつつ、多様な個性が交わる対話的な学びを導入することで、学力差を「視点の多様性」へと転換し、粘り強く課題を解決する力を育む。探究学習を通じ、自ら問いを見つけ、自分の言葉で表現できる児童の育成を目指して、児童一人一人が主体的に学び続ける教育活動を構築していきたい。

（３）これまでの本校の研究から
　本校は「自ら考え表現する児童」の育成を目指し、生活科、社会科等を中心に個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実させるよう努めてきた。また、昨年度は特に3年生において、地域人材や教材を活用した探究活動を展開した。地域の方を講師に招いての授業や体験活動を通じて学んだことを、広く発信する成果発表を行うなど、主体的に表現する姿に大きな手応えを得た。
一方で、全校的には学びの深まりや、根拠を基に思考を交流させる言語活動に課題が残った。今年度はこれらの成果と課題を踏まえ、授業時数特例校の強みを活用した研究を深化させる。地域連携を継続しつつ、１年生、２年生については具体的な活動や体験からの気づき、３年生から６年生では理科・社会科からの学びを軸に環境教育を中心とした探究学習を推進する。授業時数特例校ならではの柔軟な教育課程により、学力層の二極化を越えた、自ら問いを更新し続ける力の育成を目指していく。


４　研究の具体的内容と方法
①体験と対話を起点に、多様な児童が自ら問いを見出し、地域と共に高め合う「探究的な学び」の構築についての学習会【東雲小と連携した理論研究・講師招聘による学習会】
→外部講師を招聘しての学習会、エネルギー関連施設の見学、オンライン交流等の実施
②学年間の系統性を考慮した、年間15時間の指導計画の立案と実践
　→身近にある物や人とじかにふれあう経験や体験を通し「自分なりの発見」を積み重ねる
　　→理科、社会科を中心とした年１５時間の探究型授業の実践
　③甲州市「夢をかなえる学びのプロジェクト」と連携した取り組み　
　　→「甲州市Teacher’s Note」活用し、基礎的な学力を育む　　【全体研】
　　→WEBQU調査を基にした、学級集団づくりと児童支援の実施　 【全体研】
５　年間研修計画
	回
	月／日
	主　な　内　容
	形態
	TC要請

	1
	4/15
	東雲小学校にて県の施策についての学習会
	探究PT
	

	2
	4/22
	研究主題の決定
	全体
	

	３
	5/13
	ブロック交流研究会
	全員
	

	４
	5/20
	教育講演会
	全員
	

	５
	5/27
	研究方法について
	全体
	

	６
	6/17
	WEBQUの分析
	全体
	

	７
	6/26
	教育講演会
	全員
	

	８
	7/1６
	学習会　講師　田中健史朗先生
	全体
	〇

	9
	8/25
	◎各学年15時間の指導計画プレゼンテーション
	全体
	

	1０
	9/2
	全国学力学習状況調査についての分析
	全体
	

	1１
	10/21
	教育講演会
	全員
	

	1２
	10/28
	WEBQUの分析
	全体
	

	1３
	11/4
	ブロック交流研究会
	全員
	

	1４
	11/11
	特別支援学校うぐいすの杜学園と連携した学習会（予定）
	個人
	〇

	1５
	11/18
	学校課題に対する研修会
	　全体
	

	1６
	11/25
	個人研究
	個人
	

	1７
	1/20
	◎各学年の探究学習の成果について校内発表
	全体
	

	18
	1/2２
	東雲小学校　公開研究会参加
	全体
	

	19
	2/17
	今年度の研究のまとめ
	全体
	

	20
	2/24
	学力調査の分析
	全体
	

	21
	3/3
	研究紀要の作成
	個人
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（研究主任　中根　淳）

